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特集 9 月渡航 寄稿文 

ゲスト 

日本医科大学 内 科 医 師   

近江恭子 

日本医科大学 小児科医師  

稲垣真一郎 

慶応義塾大学 眼 科 医 師   

稲垣絵海 

ｸﾞﾗｸｿ・ｽﾐｽｸﾗｲﾝ（株） 

石川博司 （薬剤師） 

ﾘｻｰﾁ・ﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ（名古屋医療センター） 

服部純子 

一宮中ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ 会長  

深川善治 

   佐野考宏 

 

＊ 石川佳子 

＊ 内海 眞 

＊ 岩崎奈美 
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内海眞・石川佳子・岩崎奈美 

「第１回ゲム村無料医療キャンプに参加して」 

理事 石川 佳子 
 
  平素は、私どもアフリカ支援アサンテ ナゴヤの活動に

ご理解・ご支援を賜り、誠にありがとうございます。先日

の総会におきまして２０１１年度の活動のご認証をいた

だき、おかげさまで私どもの活動もアサンテ ナゴヤに改

称後、３年目を迎えることができました。 

参加者集合！ 

稲垣真一郎・稲垣絵海・近江恭子・ 

深川善治・佐野考宏・石川博司 

服部純子・上田祥夫・上田敏子 

今年９月にケニ

ア・ゲム村で行わ

れました第１回無

料医療キャンプの

様子をお伝えしま

す。 
今回の渡航にお

きましても、新た

な出会い・感動が多くありました。そしてそこには、いろ

いろな方々のご尽力やご協力があり、その上で私たちの医

療キャンプが成り立っていることをあらためて感じさせ

ていただきました。関わってくださった全ての方々に心か

ら感謝致します。  
 ではまず、今回のアサンテチームの参加者の方々をご紹

介しましょう。 
医療チームの医師団としては、我がチームリーダー・内

海 Dr.(内科)、そして東京から駆けつけてくださった三人の

若い先生方、稲垣真一郎 Dr.(小児科)、稲垣絵海 Dr.(眼科)、
近江恭子 Dr.(内科)のいう多彩なメンバーでした。三人の若

手の先生方は、皆さんとても美男・美女で、そのうえとて

も素直ないい性格の方々ですので、私たちおじさん・おば

さんは初対面のとき、「神は、二物も三物も与えるんだ

ね！」と、興奮気味に語ったものです。 
先生方は、初めてのアフリカ、それもいままで経験され

たことのないような環境のなかでの診療に、とても奮闘し
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てくださいました。いろいろな想いを持たれたこ

とと思います。それぞれの先生方の寄稿文をお楽

しみください。若い先生方が加わってくださった

ことは今度の私達の活動にとても力となること

でしょう。 
勿論、文字通りチームリーダーの内海先生は、

毎日陣頭指揮を執ってくださり、診療に、いろい

ろな調整にと、大変忙しくされていました。先生

の熱い想いは、先生の報告書を読んでいただけれ

ばおわかりのことと思います。 
薬剤部は、やはり東京から参加のグラクソ・ス

ミスクライン（株）の石川博司さん（薬剤師）、

私たちアサンテ ナゴヤと現地のＮＧＯとを結び

つけてくださった薬剤師の讃岐さんです。お二人

とも炎天下の中、少ない薬剤のやり繰りに四苦八

苦されていました。 
検査部門は、名古屋医療センターの服部純子さ

んが大活躍され、毎日多くの方々の採血をされ、

ホテルに帰ってからは、グラクソの石川さんと共

に夜遅くまで検体の検査をしてくださいました。

現地ゲム村での HIV 感染率は、予想通りとても

高く２０％を超えていました。 
そして鍼灸部門は、私・石川と事務局の岩崎さ

んでチームワークを組んで、居並ぶ患者さんに対

応させていただきました。多くの方々が全く経験

したことのない鍼灸治療を受けてくださいまし

たが、もう少し時間をかけて丁寧な診療をしてあ

げたかったと、反省しています。次回はもう少し

工夫をしようと思います。 
岩崎さんは事務方全般を引き受けてください

ました。渡航の諸手続きや細部に渉る準備を周到

にしてくださり、現地においては会計という重要

な役割もしてくださいましたので、いろいろご苦

労をおかけしたことと思います。そのうえ、現地

のＮＧＯのお母さん方と協力して、とてもおいし

いお昼ご飯を作ってくださり、若い先生方は歓声

を挙げていました。もちろん、若くない私たちも

とても嬉しく、美味しくいただきました。岩崎さ

んには、私たち全員がとても感謝をしています。

これは、今回に限ったことではありませんが・・・。 
診療は９月１８

日～２２日の５日

間でしたが、患者さ

んは毎日溢れるよ

うに集まり、先生方

は昼食を食べる間

もなく、必死で診療されていました。受付を途中

で打ち切り、翌日に再度来ていただくという日々

でした。患者さんの中には、随分遠くから徒歩で

来てくださっている方々もおいでになり、お気の

毒でしたが致し方ありませんでした。 
今回のアサンテチームには、医療団のほかに私

たちアサンテ ナゴヤを通して、現地の方々に検

診車としてトヨタ・ハイエースを贈ってくださっ

た一宮中ライオンズクラブの方々も参加してく

ださいました。 
現５０代会長の深川さんは２年前から私たち

にコンタクトを取ってくださり、ケニアのエイズ

問題にとても関心を持たれ、検診車の贈呈を申し

出てくださいました。車が現地に到着するまでの

間、前会長の佐野さんと共に様々な問題を抱えら

れ、大変な思いをされたことでしょうが、今回、

現地での車の大活躍にホッと胸を撫で下ろして

おいでのことと思います。この車は今後、現地の

方々の健康のために大いに役立つことでしょう。

一宮中ライオンズクラブの方々に、改めてお礼申

し上げます。 
 一宮中ライオンズクラブ関係の方々で参加い

ただいたのは、深川さんのお友達の上田さんご夫

妻と佐野考宏さんです。皆さんは、現地の子供た

ちとの交流に一役買ってくださいました。今回は、

支援してくださる皆さんのご好意で、おみやげに

縄跳び・ボールなどを用意し、みんなで楽しく遊

んでもらいました。ご協力くださった方々、あり

がとうございました。 
 今後のわれわれの活動のあり方を模索するた



 

めの、現地の方々とのミーティングにおいては、

いろいろな希望・要望が出されました。現地の

方々の医療を求める想いは強く、「病院が欲しい」

と何度も言っていました。でもそれは、私たちＮ

ＰＯの力だけでは何ともなりません。内海先生も、

「難しい」とはっきりと皆さんにお伝えしました。

私たちは第一歩を歩み出したばかりです。診療所

ならば、いつか可能かもしれません。 
 まずできることから、そして緊急性の高いこと

から始めようということで、現地の方々との間で

確認できたのは、皆さんの健康のために是非とも

必要な「清潔な水」を確保するための井戸を作ろ

うということです。 
この事業に関しましては、現在、ケニアにて井

戸掘り活動をされているＮＰＯや、神戸先生方に

ご相談しながら進めていく予定です。いろいろな

方々のご意

見やアドバ

イスを受け

ながら、一歩

ずつ進めて

いく所存で

す。 
今後とも皆様方のお力をお借りすることにな

ると思いますが、よろしくお願い致します。 
 今後の課題としましては、現地の子供たちの教

育環境の整備も考えなくてはなりません。子供た

ちは無邪気で、その目はとても輝いています。き

っと、将来の夢や希望に溢れていることと思いま

す。ゲム村には、私たちが医療キャンプをした近

くに学校があります。その学校と連携がとれない

かと模索中です。また、学校に通えないような子

供たちがいるとしたら、どうしたら良いか？とい

うことも考えていかなければなりません。 
 いずれにしましても、それぞれの事業に関して、

現地のＮＧＯ団体・ルーネルドのメンバーの方々

と相談しながら進めていかねばなりませんし、現

地の住民の方々の協力が欠かせません。私たちは、

現地の文化についてまだ良く理解できていない

ところもあり、考え方の違いに戸惑うことも多く

あります。今後いろいろな調整が必要と思われま

す。 
今回、現地におきましては、讃岐さんのお友達

でゲム村のルーネルドのメンバーのまとめ役で

ある、メリーさんとそのご家族（牧師様のお父様、

やさしいお母様、元気な弟さん）や、ルーネルド

の中心メンバーであるダグラスさんには、特にお

世話になりました。皆さんは私の拙い英語を何と

か理解しようとしてくださいましたが、その際、

讃岐さんに随分助けていただきました。皆さん、

本当にありがとうございました。そして、これか

らもよろしくお願い致します。 
 ゲム村での診療を終えた私たちは、讃岐さんの

支援活動の拠点である、ナイロビのスラム地区・

コロゴッチョを、昨年の春同様訪れ、少し診療を

させていただきました。ここでの中心メンバーで

ある、HIV 陽性者のローズメリーさんの強い意志

に、私たちは逆に力づけられました。讃岐さんが

彼女たちを支えていこうと思われたのがよくわ

かる気がしました。彼女の健康と今後の健闘を祈

らざるをえません。 
 以上、今回

の医療キャン

プにつきまし

て簡単ではあ

りますが、全

容をご報告さ

せていただき

ました。それぞれの部門に参加してくださった

方々がお寄せくださった寄稿文をお楽しみくだ

さい。 
私たちの活動は、皆様方の温かいご支援で成り

立っております。どうぞ、今後ともよろしくお願

い致します。 
またご意見・ご提案等ございましたら、事務局

までご連絡くださいませ。 



 

「ケニアの思い出」 

日本医科大学 内科医師  近江恭子 

 
この度は、アサンテ・ナゴヤの医療支援活動に

参加させて頂き誠にありがとうございます。実に

刺激的な素晴らしい旅でした。ここでは、参加し

た経緯、旅の中で特に印象的だったことを、日を

追って綴りたいと思います。 
アフリカには、日本では考えられないような劣

悪な境遇に生まれ育ち、医療にも見放されている

人々がいるという現実は、ずっと頭の片隅で気に

なっていても、忍耐力が無い自分には海外での医

療活動など出来るはずがない、と諦めていました。

そんな中で、ＧＳＫの石川さんからアサンテ・ナ

ゴヤの活動について聞き、私も参加させて頂ける

とのお返事をもらった時は、本当に嬉しかったで

す。 
しかし、出発が近づくと、感染症やら治安やら

が心配で無事に日本に戻れるのかと不安になり、

最後に空港で母親に電話した時は「色々ありがと

う」という声が震えてしまいました。 
いざ、日本を立ちドバイ・ナイロビ経由でキス

ム空港に降り立ちました。そこには、この旅の訪

問地で支援活動をしている讃岐さんが迎えに来

てくれていました。キスム空港から車（lion's club 
presented）で２時間程のキシーの街のホテルに

着いた時は、ちょっとびっくりしてしまいました。

快適とは言い難いホテルに入り、美味しいとは言

い難い夕食を頂いた時は、既に日本が恋しくなっ

てしまいました。 
翌日から、キシーか

ら 車 で １ 時 間 の

GEMEAST 村に通い、

メディカルキャンプを

行いました。一生に１

回？医者に診てもらおう、という人々が長い列を

作り、私はひたすら数をこなさなければ、という

焦りに加え、対症療法しか行えていないことへの

無念さもつのり、毎日終了時には疲れきってしま

いました。そんな時に岩崎さん・石川さん方が用

意して下さった日本食を頂き、その信じられない

くらいの美味しさでまた元気を取り戻すことが

できました。 
 ところで、村の患者さん達は、薬をもらうだけ

でまるで一生の健康を手にしたかのように満足

しており、病気やその予防についての知識が乏し

いようなのです。ＧＥＭ村の自然を保ちながら、

人々が健康に暮らしていけるように、薬よりも予

防が大切だということを、理解してもらえる日が

来て欲しいです。 
やっとのことで５日間のキャンプを終え、ナイ

ロビへ向かいました。キシーでの数日間で自分の

贅沢癖が矯正されたためか、ナイロビのホテルは

とても快適でした。（初日のシャワーはお湯では

なく水でしたが・・・） 
翌日は、ナイ

ロビ市内にある

コロゴッチョス

ラムを訪れ、讃

岐さんが支援し

ているＨＩＶ感

染女性グループ

の活動場所を見学しました。讃岐さんは３年前に

女性グループの一人であるローズマリーに出会

い、彼女がＨＩＶ感染や貧しさを乗り越え、助け

合いながら強く生きている姿に感動し（ローズマ

リーは４人の子を持つシングルマザーで、スラム

に住み、大変貧しいにも関わらず、病気で苦しむ

人の家を訪ねては、自分の賄いでご飯を食べさせ

ているのです！）彼女達の支援を始めたそうです。

そして彼女達が自立出来るようにと創意工夫を

重ね、今では彼女達の得意技である裁縫等を活か

し、作品（エプロンやシュシュなどで、飛びつい

てしまったほどカワイイのです）を日本に売り、

その代金を彼女たちに還元しているのです。 
ローズマリーも讃岐さんも、助けた人の喜びが



 

自分自身の喜びであると素直に感じている様子

で、大変な日常にもかかわらず実に幸せそうでし

た。私は、こんなにも愛に満ちた女性達を目の前

にして感激したのと同時に、小さなことに一喜一

憂している自分自身の日常を思い出し、大変情け

なくショックを受けてしまいました。ただ、救い

だったのは、ローズマリーの子供達も大学まで進

学出来る見込みがあると言っていたことです。も

しかしたら、ローズマリーの子供が将来アフリカ

の貧困を解消してくれるのではないかしら・・・

と夢を抱いてしまいました。 
お昼になり、ローズマリーの仲間の女性達がラ

ンチを作って振る舞ってくれました。スラムで作

られた１食約１０円の食事を日本人の私が食べ

られるのか心配だったのですが、大きなショック

の後でお腹が空いていたせいか、とても美味しく

完食してしまいま

した。「ご飯・お豆

の煮物・ケールの

煮物・アボガド添

え」で、安くて体

にも良さそうで、

スラムの知恵にびっくりです。この食事が世界中

で流行ったら、食糧危機もメタボも軽減するのに

な・・・と思いました。 
その後、ナイロビにあるメアリー（讃岐さんの

友人）のパパ（ＧＥＭ村の実家で我々をもてなし

てくれた牧師さん）の家を訪れ、そこでパパの家

族や友人と最後の別れを惜しみました。パパが

「あの村で５日間のメディカルキャンプが行わ

れたことは、神様が村に与えてくれた奇跡だ！」

と言ってくれ、そして、私達が無事に日本に帰り

元気で生活することを祈ってくれました。この時、

この遠い国にも、お互いに心から思い合える存在

が出来たことを実感し、急に地球が小さく感じら

れました。 
その翌日、ついに日本への帰路につきました。

我々東京行きの３人はドバイでストップオーバ

ーしたので、ドバイの空港で同行していた方々と

別れました。9 日間素晴らしい経験を共有しなが

ら、色々と助けて下さった皆さんとの別れが惜し

まれ、何度も手を振ってしまいました。 
たった 9 日間でしたが、私の人生の中では実に

密度の濃い時間で、アフリカの事・日本の事・・・

色々と考えさせられました。東京での日常に流さ

れつつ、今も考え続けています。 
 

 

「赤道直下の医療ボランティア」 

日本医科大学 小児科医師 稲垣 真一郎 
 

①キスム、そしてキシーへ 
 そこは想像していたサバンナとは似ても似つ

かぬ、当たり一面、土色の大地であった。首都ナ

イロビから飛行機で１時間、夕暮れ時に降り立っ

たキスムの空港には、小さなレストランのような

ターミナルがぽつんと寂しく建っていた。そこか

ら、同行のライオンズクラブの方々が寄贈された

マイクロバスに乗ってキシーへ。ビクトリア湖に

近いキシーまで約 100km、1 時間位で到着かと思

いきや、２時間半もかかるとのこと。意外に安全

運転と楽観し

ていた。が、

道は全く舗装

されておらず、

見渡す限りの

闇の中にある

のは我々の車

のライトだけ。車内は満席、我々は、手すりを握

り、隣の人と肘を触れ合わせながら、激しい山道

に揺られながらキシーに到着。移動中から、腰痛

と車酔いがあったが、旅は始まったばかり、誰に

も言えず我慢した。その後、全員で夕飯をとるこ

とに。好物のビーフを注文するも、臭みのある固

い肉に戸惑い、完食できず。夜は、生涯初の蚊帳

での睡眠。感慨に耽る間もなく、すぐに入眠。 



 

②ジェム村へ 
 今日から 5 日間、この旅の主な目的であるジェ

ム村での医療行為だ。期待と不安が交錯する中、

バスに 1 時間揺られ到着。腰痛、吐き気、今度は

お尻の痛みも加わったが、村の自然の美しさを見

たとたんにそれはどこ

かへ吹き飛んだ。青々と

茂る木々や草、澄んだ空

気はとても心地よく、こ

れだけで来て良かった

と思えた。村の広場には、すでに数百人の村人が

集まっていた。山羊も群れている。のどかな農村

の風景そのもの。警戒されるかと思ったが、特に

子供たちは遠い国から来た我々に興味を持って

くれているようであった。ナイロビから遠く離れ、

電気も通っていない無医村と聞くと、痩せてお腹

が突き出た子供たちの周りをハエが飛び回って

いるところを誰もが想像すると思う。しかし、実

際来てみると、そのような子供は見当たらない。

幸い、ジェム村の周辺は土壌が豊かで、果物や野

菜が豊富に採れるため、飢餓になるというような

ことはそれほどないようであった。周りは、果物

や野菜の畑だらけである。電気も水道も無い村だ

が、みんなが力を合わせ、楽しく生活している印

象を受けた。 
 つい先日、同じアフリカ大陸で W 杯があった

ばかり。日本で買ったサッカーボールを転がすと、

元気な子供達は、ボールの蹴り合いをすぐ始めて

いた。 
 広場にテントを張り、診察開始。医師は、団長

の内海先生を含め、内科 2 人、小児科１人、眼科

１人の計４人。いつの間にかテントの前には患者

さんの大行列だ。

私は専門である小

児科を担当。外来

は、我々と患者さ

ん、そして現地

NPO のケニア人

スタッフの方に通訳をしてもらった。大部分は咳、

鼻汁や下痢、嘔吐などであった。薬は、NPO の

方々に用意して頂いた日本からの薬が一通り揃

っていた。診察をしていくと、やはりいくつかの

障害があった。まず、言葉の問題である。私の英

語力は小学生程度、更に間にスタッフに入っても

らい、その場で母が現地語で子供に症状を聞いた

りすると、まさに難易度の高い伝言ゲームである。

しかし、現地スタッフの素晴らしい英語力に、大

いに助けられた。二つ目の問題は、日本では馴染

みの薄い病気が多かった事である。例えば、頭皮

の白癬(カビ)感染。頭皮に白癬が感染すると、そ

こが一部白くなり、脱毛してしまう。これが、ケ

ニアの子供たちに多く見られるのは、洗髪の習慣

がないことや、男の子はもちろん女の子も子供の

うちは髪を短く刈り上げてしまうこと、が原因で

あろう。井戸がないため髪を洗うほど水の余裕が

ない。ヘアースタイルに関しては、村の習慣であ

るし、短髪が子供たちに似合っているのだから仕

方がない。ある時、意を決し、「この子、髪伸ば

したら？」と、お母さんに提案したが、「そんな

の子供がしたら変でしょ？」と一蹴された。病気

の予防を行うという点で、日本とケニアの文化の

違いを感じた出来事であった。他にも、虫歯で殆

ど歯が無い子、１週間前に牛に足を踏まれ、怪我

したまま普通に生活している子、フィラリア(寄生

虫)感染で陰嚢が野球ボール大に腫れてしまって

いる子なども診察した。(風が吹きつける炎天下、

分包機がないという状況で粉薬を調剤するのは、

大変だったと思います。薬剤師の石川さんと讃岐

さんには、非常に助けていただきました。ありが

とうございました。) 
③CoCo 壱番カレー 
 ケニア食に慣れたものの、そろそろ和食が恋し

くなり、日本から持参した無印良品の乾燥納豆を

隠れてつまんでいたある日、昼食はなんとカレー

との噂。自然と、診察のペースも上昇。ついに午

前の診察が終わり、我々を待っていたのは、岩崎



 

さん、石川さん、そしてジェム村の女性陣が共同

で作ってくれたカレーである。しかも、野菜など

の具は現地調達。匂いが早くも食欲をそそる。私

はカレー好きだが、間違いなくジェム村で食べた

このカレーが一番美味しかった。殆どの人がおか

わりをしていた。みんなの疲労が少しずつ溜まり

始め、お米を食べたくなってきた丁度その時に頂

いたカレーは、まさに“愛知県一宮市発”のここ

一番(CoCo 壱番)カレーであった。 
④一人の女の子 
 私の心に今も強く残っている患者さんは、2 日

目にやって来た。その日の午後も私は、いつもの

ように診察していた。すると、隣で眼科を診察し

ている妻が、「この子、大変！」と子供を抱えて

きた。突然の出来事に驚いた私は、訳もわからず

その子を手渡された。5 歳くらいのその女の子は、

呼吸はしているが、意識は無く、痛みに無反応、

体温 40℃なのに手足が冷たかった。細菌が血液に

入り込み、全身に回ってしまう敗血症が予想され、

早く抗生物質を投与しないと致命的である。内海

先生に相談し、キシーにある病院にバスで搬送す

ることに。我々が出来ることは、体を冷やし、脱

水を防ぐぐらいしかない。日陰に寝かせ、全身に

消毒用アルコールを噴霧、ひたすら紙であおぎ、

体温上昇を抑えた。30 分後、キシーへ向かうその

車を見送りながら、助かって、とただ願うと同時

に、医師としての無力感を感じた。翌朝、村へ行

く途中、その子が入院している病院を訪問。古く

て暗い病室で昨日と同じように、その子はぐった

りと眠っていた。診断は重症型マラリア。迅速に

治療すれば助かる病気であり、もしかしたら、と

少しの光が見えた。

我々に何か少しで

も出来る事はない

かと、入院費用を

１人数百円ずつ寄

付した。このお金

で人の命を助けら

れる、と実感しながら寄付をしたのは、この時が

初めてである。数日後、意識が戻ったという連絡

を受けた時、私の腰とお尻はまだ痛く、吐き気も

残っていたものの、今回、参加できて本当に良か

ったと感じた。 
⑤HIV 感染に関して 
 今回のボランティアでは、ジェム村にどれだけ

HIV が蔓延しているかを調査する事も大きな目

的であった(服部さん、お疲れ様でした)。検査の

結果、多くの人が HIV に感染していた。改めて

事態の深刻さを感じる。今回、小児の採血は人手

がかかるという理由から行わなかったが、母子感

染を考慮すると、小児感染者もゼロではないであ

ろう。HIV の予防や教育、感染者に対するフォロ

ーも不可欠であり、この活動の持つ役割は、今後

ますます大きくなるに違いない。 
⑥ボランティアに参加して  
 １週間のボランティ

アだったが、多くの経

験をさせてもらい、ほ

んの一部しかここに書

けないのは残念である。

東京から、大阪、ドバイ、ナイロビ、キスム、キ

シーを経由してジェム村に着くには、最短でも 24
時間かかる。逆に言うと、医療にかかれずに困っ

ている人が、家からたった 24 時間の所に、これ

だけたくさんいるのかと思うと、もっと世界に目

を向けなければと反省してしまう。将来、村に井

戸を掘る予定とのお話を伺った。清潔な水が使え

れば、予防できる病気もある。治療も大事だが、

予防もそれに勝るとも劣らず大切である、と衛生

学の講義を思い出す。NPOのスタッフの方々が、

今年だけでなく、ジェム村の長期的な将来も考え

ていらっしゃるという事に感動した。少しずつで

もいいから、住民の健康や村の環境が良くなって

くれればと願わずにはいられない。 
 5 日間、みんなで 1000 人超の患者さんを診た。

予想以上の重労働であった。が、得たものも予想



 

以上に多かった。人と触れ合うことの大切さや楽

しさを、ジェム村に来て思い出したような気がす

る。 
 最後になります

が、いつも優しく、

迅速かつ的確な指

示をして下さった

内海先生、そして私

達夫婦をこのボラ

ンティに誘ってくれた GSK の石川さんと同僚の

近江先生、そしてアサンテ名古屋の皆様、一宮中

ライオンズクラブの皆様に出会えた事も、今回の

ボランティアで得たかけがえの無い財産です。皆

様、本当に有り難うございました。 
 
「ケニア」 

 慶応義塾大学 眼科医師 稲垣絵海 

 

我々がその村につくと、村の女性達の豊かな歌

声で迎えられた。力強い歌声の後、青空の下でボ

ランテイアの開会が宣言され、そして医療キャン

プが始まったのだった。ナイロビから飛行機で一

時間、そしてそこから車で２時間程度か、はるか

離れた村での医療キャンプが５日間にわたり繰

り広げられた。くりくり頭にくりくりした瞳の子

供達は歓声をあげて走り回り、牛はバナナを運び、

貧しいながらも風光明媚な美しい村である。その

背後におびただしい数のエイズ患者がいること

が全く信じられなかった。エイズでの生き死にに

直面しつつあるはずの村人は静かに日々の生活

を営んでいるようであった。数日前までは日本で

眼科医として勤務する日常を思い返すと随分遠

いところまできたのが信じられなかった。アフリ

カでのエイズのボランテイアの話があると夫か

ら聞いたのは４ヶ月前であった。感染者の多い現

状を憂いたりすることは日本でも可能だが、人と

実際向き合わないとわからない事があるはずだ

と思い、ひとつ返事で今回のボランテイアに参加

する事になった。 
 ケニア内でエイズが広まっている原因として

は複雑な要因がからみあってはいるが、第一に低

い教育水準（情報の不足）、第二に社会的背景（男

尊女卑、貧困）、第三に医療の人的物的不足等が

あるようであった。村では教育に関してはエイズ

に関する正しい知識を NGO のルーネルドの人た

ちが少しずつ広めようと努力している。まだエイ

ズは祟りであったり、悪魔にもたらされた病気で

あると考えたり人々も少なくないとのこと。背景

に関しては夫に死別された女性（双方ともにエイ

ズの可能性がある）をなんと夫の兄弟が引き取り

妻にするという悪しき風習も残っているとのこ

と。そして医療過疎が深刻である。当然村には医

療者も医療施設もない。今回、マラリアの為、重

体にあった村の子供を一人キャンプ中に病院へ

搬送することがあったがそれもかなり特別な事

とのことで、受診する交通手段とお金がないと言

うのが一番の理由だそうだ。ここでは子供が亡く

なる事も稀ではない。そのためか、今回の医療キ

ャンプには、合計９００人もの村人が押し寄せる

事になった。人口 4000 人のゲム村で実に４人に

１人が受診したのであった。 
 医療キャンプでは主には眼の診療を担当した。

日本から眼科の先輩

先生から携帯型診察

器具を拝借し、さる製

薬会社さんより大量

の抗菌点眼と軟膏を

提供いただいた。さらに百円ショップで老眼鏡と

拡大鏡をかいこんで備えた。眼は実に様々な疾患

に罹患されていたがここでわたしは三つの事に

驚いた。一つはアフリカの人は眼が良いなどの噂

は間違いで、３割程度に屈折異常がある様であっ

た。かつ意外と近視も多かった。第二に眼鏡が簡

単に手に入らないのだ。ちなみに眼鏡は遠くはな

れたナイロビまでいかないとなく、しかも 8000
円ほどするとのことで、多くの村の人にはとうて



 

い手が届かないのであった。老眼鏡や拡大鏡の適

応があった人には差し上げたが、それが噂になり

キャンプの後半になるにつれそれら目的の老人

がいらっしゃることとなった。第三に失明に至る

眼疾患があっても医療機関を受診しない、できな

いという悲しい現実であった。例えば緑内障、眼

球穿孔、寄生虫、過熟白内障そして眼腫瘍など

様々な原因で失明あるいは光覚弁に至った人々

は皆、今回が初めての眼科医による診察を受けた

といった。しかしもう時既に遅しで何も治療しう

る状態でない方が多い事は無念であった。村での

診察は受診希望者が殺到し最終日は強制終了を

余儀なくされたのは少し残念であった。どんなに

薬を用意しても、追加購入してもすぐ底をつくの

であった。 
 今回の医療キャンプは毎年ケニアを訪れてい

たアサンテナゴヤと現地の NGO、そしてスラム

でのボランテイアに

携わる讃岐さんの構

築された信頼関係の

上で成り立っていた。

“今回我々とあなた

方がなし得た事は奇跡である。様々に問題があっ

てもこれから前に進んでいくために少しずつ解

決していこう”と現地の NGO の関係者（メアリ

ーの父）が最終日にこう言っていた。こんな言葉

をかけてもらえるのは素晴らしいと感じた。今回

の医療活動をささえたのはアサンテナゴヤの石

川さん、岩崎さんの尽力や細やかな気配りによる

ものも多かったと思う。医師団としては指揮官の

内海先生、内科の近江先生、薬剤師さんとして

GSK 石川さん、讃岐さん、採血の検体をとって

くださった服部さん、そしてご寄付をいただいた

一宮ライオンズクラブの方々、そして会場の設営

や通訳、運営をした NGO ルーネルドの方々にこ

の場をおかりして感謝申し上げたい。微力ながら

この試みに今回関わる事ができた事を非常に光

栄に思う。またケニアで村の人の笑顔を見たいと

思う。来年は水も電気もない村に水道をひく計画

があるとのこと、非常に楽しみである。 
 
「目の当たりのケニア 」 
グラクソ・スミスクライン（株）石川博司（薬剤師） 

 

 ナイロビで国内線に乗り換えキスムに降り立

つころには、もう日が暮れていた。夕暮れに空か

ら見たキスム空港は、ただ一本の滑走路が見える

だけで他に何もない。我々の乗った飛行機は夕闇

の一筋の光に向けてやや乱暴に着陸し、そしてエ

ンジンが停止した。少し不安を覚えタラップを降

りると、赤道直下の地とは思えないほどに涼しく、

そして、およそ空港とは思えないほどに静かで、

真っ暗な場所だった。未だかつて体験したことの

ない世界へ来たのだと実感した。これが私の初め

てのケニアの印象だった。 

 空港で現地の NPOと合流してキシーの町へ向か

った。夜のケニアの国道には街灯ひとつなく、た

だ暗闇を照らす車のライトが荒れたアスファル

トの道をかすかに示すのみであった。約 3 時間、

時折すれ違う車以外にはただ真っ暗な道を走っ

ていくのであるが、道端をたくさんの人々が歩い

ているのを目にした。人々は暗闇をごく普通のこ

ととして感じているのであろう、大きな荷物を頭

に載せている女性、子供、自転車に乗る若者など、

そこかしこ、まるで日中の様に人々が歩いている

ことに不思議な感覚を覚えた。キシーの街につく

と、もう夜も遅いのに活気というか、何やら危険

な香りのする異様な雰囲気に圧倒された。それか

ら食事をとり、翌日の仕事に備え眠りに就いた。 

 朝、目覚め

ると、そこは

かつて映画で

見たようなア

フリカの町だ

った。街角を

行き交う人々



 

の喧騒と、まぶしい日の光が注ぐ埃っぽい街。路

上には荷物を積んだトラック、道端でなにやらカ

ラフルな物を売っている人たち、けたたましい音

を発しながら走るバイク。ようやく自分がケニア

にいることが自覚できた瞬間であった。 

 しばらくして、我々は今回の医療支援の目的で

あるイーストジェ

ム村へ向かった。キ

シーの街から一時

間半、これまた経験

したことがないほ

どの悪路を進んだ。

しかし、車の中から見える景色は雄大で、見渡す

限りの緑の森と赤い土、そして青い空が続いてい

く。未開の土地ではなく、人々が生活している土

地で、これほど人工物のない景色は目にしたこと

が無い。ただ、至る所で作物が実り、道端で草を

はむ家畜の牛やヤギを見かけるのを考えると、確

かにこれ以上なにも必要のない豊かさが感じら

れる。私たち日本人もほんの 100 年ほど前までは

こんな生活をしていたのだろうと思う。都市部は

ともかくとしても、田舎に行けば電気などなかっ

たであろうし、上水道、下水道、は言うに及ばず、

医療アクセスもほとんど無かったであろうと想

像できる。それに比べれば、このケニアの地のな

んと豊かなことか！土地と自然の豊かさは人間

が生きていくのに、いかに大切か考えさせられる。 

 イーストジェム村へ到着すると、村人が歓迎の

踊りで迎えてくれた。来客を歓迎するのに多くの

人々が集まり、踊りや歌でもてなす。やはり、今

の日本で生活をしていると、体験のできない感動

がそこにあった。確かに豪華な食事やおいしい飲

み物は期待できないが、今迄訪れたどんな土地や

場所でもこんな出迎えを受けることはなかった。

村人は「医者」が来てくれて本当にうれしい。だ

から、精一杯の歌や踊りで出迎えたい。という思

いが伝わってきた。（私は医師ではないが・・・） 

 診療の準備が整うと、一斉にさらに多くの人々

が集まってきた。受付、診療、薬局は大わらわだ。

炎天下にもかかわらず、村人は長い列をなして診

療を待っている。診療を受ける人々の中には、明

らかに病のなさそうな人も含まれるが、時には目

を覆わんばかりの重症者もいた。私（薬局）のと

ころに最初に訪れた患者さんは、高齢の女性で牛

の角で手に重傷を負っていた。医師も縫合キット

を持ってきていなかったので、処置のしようがな

く、私のところへ「とりあえず洗浄と消毒＋鎮痛

剤と抗生剤の投与」という指示で廻ってきた。恐

るおそる、ミネラルウオーターで傷口を洗い、イ

ソジンで消毒をし、その場で薬を飲ませた。とて

も痛々しい状態で、本人も苦痛に顔を歪めていた

が、それ以上私にはどうすることもできなかった。

後になって、あの人にはもっとできる事があった

のではないかと後悔するが、次々に押し寄せる患

者の波に圧倒され、仕事に忙殺されることになる。

この状態が 5日間続いた。最後は薬という薬が品

切れを起こし、診療不能という事態に陥ってしま

った。その間、瀕死の状態の子供を病院に運び救

命することができた。後で聞けば重症のマラリア

であったという。たとえ一人でも子供の命が救え

たことは、私にとっては感動的であった。 

途中いろいろとトラブルがあったが、医療チー

ムの見事な連携で、何とか無事に無料診療ボラン

ティアは終了した。今回の医療支援には大きな目

的として、イーストジェム村の現状を把握すると

いうことを掲げ

ていたので、た

くさんの村人の

健康状態を把握

するという目的

は叶ったと思う。

同時に行った

HIV 抗体検査でも大きな収穫があった。診療患者

1200名、抗体検査 201 例。驚くべきことに HIV陽

性率は 22%を超えていた。実に家族に一人は HIV

感染しているような状態である。またその為によ



 

るものなのか、何らかの感染症状、皮膚疾患にか

かっている人、歯に問題を抱えている人を多く見

かけた。この現状を鑑みるに、来年以降の支援の

在り方について、多くを学ぶことができた。私が

感じた最大の問題点は公衆衛生に関することで

あった。清潔な水と清潔な習慣を伝え、感染症（結

核や HIV）の予防方法について教育する機会が必

要と感じた。 

5 日間のイーストジェム村での滞在で心に残っ

たことがある。

それは、「子供

たちの元気で

明るい姿」であ

った。みんな楽

しそうに遊び、

学校では一生

懸命勉強をしている。ここには「楽しい、うれし

い」という気持ちがあふれていた。この子供たち

の姿を見ると、この子達の為に何かしてあげたい。

何か役に立ちたいと思えてくる。何よりもこの子

供たちが大きくなるころには、この村をもっとい

い村にしたいと思った。そのために自分に何がで

きるかを考え始めている。 

あぁ、自分にこんな感情があるのだと、ある意

味驚いたが、この思いを抱くことに清々しさも覚

えた。ケニアに来て最大の収穫であった。 

おそらく来年もこの地を訪れることになりそ

うだ。来年まで子供たちの健康を祈らずにはいら

れない。また逢う日まで。 

 

「ケニア Gem村での新たな経験と出会い」 

リサーチレジデント 名古屋医療センター 服部純子 
 

 今回 9 月 16 日から 26 日までの約 10 日間のケ

ニア行きに名乗りを上げたのは単純、且つ不純な

動機からでした。 
『野良キリンをこの目で見たい！』 
 内海先生とそれまでアフリカへの旅を共にさ

れていた亡き森下高行先生からたくさんの写真

を見せていただいたことがあり、写真では伝わら

ないであろうアフリカの壮大さや広大な自然の

中で生きる野生の動物の姿を自分の目で見てみ

たくなったのです。 
 内海先生と直接お会いする機会があった際に

ケニアへの同行をお願いしてみたところ、すぐに

承諾していただき、夢が現実になるという実感が

徐々にわいてきました。 
無料診療： 
 Kisii のホテルから大きなバンに乗り込み、舗

装されていない土の道を揺られながら、これまで

見たことがないような、でもどこか懐かしさを感

じさせるような景色を楽しみました。約 1 時間半

後、とうとう Gem 村に到着した時にはもう既に

何十人という人々が待ち構えていて元気な踊り

と歌で歓迎してくださり、車酔いでダウンしかか

っていた私も元気をもらいました。 
 いざ診療が始ま

ると集まっていた

人々が我先にと凄

い勢いで長い行列

を作りました。事

前に内海先生から

HIV 検査希望者について採血をし、スクリーニン

グ検査を施行するよう言われていましたので早

速採血の準備をしました。準備が終わっても診療

開始後しばらくは HIV 検査の希望者がほとんど

いなかったので、のんびりと診療の様子や診療に

集まった人々の様子を観察しておりました。すご

いなぁと感じたのは、少しの打ち合わせをしただ

けで、あとは自分のすべきことを自ずと見つけて

自主的に動く先生方や針灸師の石川さん、薬剤師

として働かれていた讃岐さんや GSK の石川さん、

それから Mary さんや Mary さんのお父さん（パ

パ）を始めとする現地の CBO の方々、また全て

の潤滑油的存在であり中心的存在である岩崎さ

ん。各々が歯車のように上手くかみ合って一つの



 

物を動かすために頑張っていました。逆に言うと、

誰が欠けても今回の診療は成り立たなかったの

ではないかと思います。 
 午前 11 時頃に始まった診療も徐々に忙しさを

増し、私も次々と採血を終わらせなければちょっ

とした行列ができてしまう程になりました。ふと

時計に目をやると既に午後 3時半を回っていまし

た。それでもまだまだたくさんの方が診療を求め

て列を作っていたの

ですから、どんなに

大勢の村人が医者の

診療と薬を心待ちに

していたのかと改め

て感じました。 
 夕方になりその日の診療は終了と言われると、

それまでずっと炎天下の中、並んで順番待ちをし

ていた方々の中には「自分は遠くから何時間もか

けて来たから、今日見て欲しい」と必死に訴え始

める方もいらっしゃいました。内海先生を初めと

してどの方も「もう 1 人だけ」といつまでも診て

いました。それでも全員を診ることはできないの

で、「また明日来てください」と伝えてその日の

診療を終えることができました。しかしそれが通

用するのは初日から 3 日目まで。最終日には、「明

日は診療が無い」といつまでもカルテ代わりにし

ていた用紙をスタッフに突きつけてきました。す

るとスタッフの誰もが 1人でも多くの人を診てあ

げたい、薬をあげたいと一心不乱に働いていまし

た。そういった様子は、映画「シンドラーのリス

ト」を彷彿とさせるものでした。診る方も診られ

る方も「この機会を逃したら…」と必死で、私は

とても胸を打たれましたし、医師ではなくただ見

ていることしかできない自分の無力さに苛立ち

すら覚えました。 
採血と HIV 検査： 
 採血係を指示された私は、これまでに経験した

ことの無い程たくさんの人から採血をしました。

多くの方は健康的でしっかりとした血管の持ち

主でしたので心配したほどの苦労はありません

でした。ただ驚いたのは、エタノール綿で針を刺

す箇所を拭った時です。拭った後のエタノール綿

を見ると真っ黒になっていました。いかに衛生管

理ができていないかを物語っていたと思います。

「蛇口を捻れば水が出る」とか「汚れたら石鹸で

洗う」などという私達からしたら当たり前のよう

な環境が、この地では当たり前ではないのだと気

付かされました。水は雨水を貯めて使うそうです。

実際にパパとお話しした時に、「この村には井戸

代わりの『穴』はあるけど、内壁がしっかりと舗

装されているわけではない上、蓋も無いので、雨

が降ると雨水が貯まってしまうし水には虫や土

が混じっている。」と村に必要な物はちゃんとし

た井戸だと仰ってました。アフリカで井戸を掘る

というお話しは青年海外協力隊などでよく聞く

と思いますが、命の源であると言っても過言でな

い水を確保するのに確かに井戸は必須だと感じ

ました。 
 さて、無料

診療が終わる

と今度は HIV
検査です。診

療中に採血し

た血液はホテ

ルに持って帰

り、ホテルの部屋で HIV 検査を行うことになり

ました。検査には血液中の血清という成分を用い

ます。通常は遠心機という機械を使い、血液の入

ったチューブを高速回転させることで血清をそ

の他の血液成分から分離するのですが、そういっ

た機械が無いため別の方法で分離する必要があ

りました。別の方法といっても、単純に血液を試

験管立てに立てて放置しておくだけです。方法は

単純なのですが、一旦血液成分が分離したら、そ

の後は採血管を揺らしたり落としたりして混ざ

ることは避けたいので、車での移動中はずっと試

験管立てを誰かが持っていなければいけないと



 

いう欠点があります。その役目を買って出てくだ

さったのが GSK の石川さんでした。前述の通り、

Kisii－Gem 村間は舗装されていない道がほとん

どです。石川さんは採血管を揺らさないようにす

るために助手席に座り、車の揺れに合わせて試験

管立てを浮かせたりするなどかなり慎重に運ん

でくださいました。 
 夕食後に HIV 検査を開始しました。HIV に感

染しているかを決定するには 2種類の方法を使い

ます。今回は、まず 15 分で判定できるキットを

使い、それで陽性と出た血漿について 2 つ目の方

法を用いて陽性か擬陽性だったのかを確認しま

す。血液の運搬だけでなく、真夜中にも関わらず

検査の方でも GSK の石川さんがお手伝いを名乗

り出てくださいましたので、スムーズに検査を完

了させることができました。 
 初日は、31
名の内 9 名が

HIV 陽性だと

判明しました。

ア フ リ カ で

HIV 感染者数

が多いことは仕事柄十分承知していましたが、現

実に自分が姿を見、自分の手で採血した血液の３

つに 1 つが HIV に感染しているということを目

の当たりにし、陽性者の頻度の高さに愕然としま

した。それと同時に、今日 1 日私は素手で採血を

していたことに不安を覚えました。そして考えさ

せられました。『自分の命を張って、この村の人

に奉仕する必要があるのだろうか？』 
 次の日から採血の際は少し慎重になりゴム手

袋をするようにしました。ただしこれまでに経験

してきた日本人や欧米人とは違って肌の色が濃

いため、一見して血管の位置を確認することが

少々困難でしたので、ゴム手袋は早々に外さざる

を得なかったです。使用後の針は必ず廃棄用の缶

の中に入っていることを確認し、無理に押し込ま

ず、次に蓋を開けた時に針が飛び出ないよう気を

つけました。特に気を使ったのは、廃棄用の缶の

すぐ近くで子供が数人座っておしゃべりをした

りうたた寝をしたり、無邪気に遊んでいた時でし

た。どの子も決して人の物を勝手に触ったり、い

たずらをしない良い子達だったので少し安心し

て仕事に集中できました。 
 4 日間の無料診療中に合わせて 200 数名、1 日

平均 50 名もの方から採血をしました。それまで

こんなに多くの方から採血をする経験はありま

せんでしたので、自分でも驚く程上達したと自負

してます。今回 HIV 検査を実施した結果、22.7%
が陽性。実に 4～5 名に 1 名が HIV に感染してい

るということがわかりました。ちなみに日本はと

いうと、2009 年の時点での人口が１億 2,756 万

人、HIV 陽性者数が約 16,000 ですので、HIV 陽

性者は１万人に 1 人の割合（0.01%）ですので、

Gem 村での状況の壮絶さがお分かりいただける

でしょうか。 
最後に： 
 今回の旅では予想以上にたくさんの事を経験

させていただいたと思います。帰国の日、空港に

向かうマイクロバスの中で色々な事を考えてい

ました。今回行った無料診療でどれ程の方々が喜

んでくださったのか。日本での生活がいかに恵ま

れたものなのか。日本と比べて不便な環境にあっ

ても、現在置かれた環境の中で一生懸命、前向き

に明るく生活している村人の明るい笑顔。 
 今回の旅に参加できて、経験値が上がったよう

な充実した気持ちに浸っていました。唯一思い残

すことと言えば、野良キリンなど野生動物を見て

いないということでした。しかし、空港に到着す

る間際、丁度私も疲労からかウトウトとしていた

時、どなたかが「キ

リン！」と叫んだの

です。窓の外を見る

と、何頭ものキリン

がタカタカと走っ

ているところを目



 

撃することができました。夢が叶った瞬間です。

とても感動的でした。 
内海先生、石川さん、岩崎さん： 
 今回全く私の不注意で、名古屋から関西国際空

港に行くまでの間に愛用していた iPhone を失く

してしまいました。空港に着いた直後に気が付き、

岩崎さんがとても心配して空港中を一緒に探し

てくださいましたが見つかりませんでした。実の

ところ携帯電話を失くしたことは私にとってか

なりショックでとても落ち込んでいたのですが、

ケニア滞在中は忙しさなどですっかり忘れてい

ました。ただ、日本に向かう飛行機の乗り継ぎ便

を待っている時、内海先生が『アフリカに行かな

ければ失くさなかったかと思うと大変申し訳な

い』と新しく携帯電話を購入するのに当ててもら

えればと寄付をお申し出くださいました。もちろ

んお断りしましたが、内海先生の人を思いやる気

持ちの深さを改めて感じました。こんなに素晴ら

しい方と 10 日間という短い間でも一緒にお仕事

ができたことは大変貴重な経験であったと思い

ます。ありがとうございました。 
 アフリカ支援に一生懸命取り組んでいらっし

ゃるアサンテ ナゴヤ理事長の石川さん、そして

事務の岩崎さんには本当にお世話になりました。

お 2人無くして今回の活動は成功しなかったと思

います。ありがとうございました。 
 

「５０周年記念事業  
ケニア医療検診車贈呈奉仕活動」 

一宮中ライオンズクラブ 50 代会長 深川 善治 
 
私共、一宮中ライオンズクラブは、今年結成 50

周年を迎えその記念事業として、アメリカシカゴ

にある国際協会本部

にＬＣＩＦ資金を交

付申請しアサンテナ

ゴヤ様を通じて、アフ

リカ・ゲムイースト村

に医療施設や診療所で治療を受ける為の検診車

を寄贈する計画をしました。 
 寄贈する検診車は、日本で調達し、車の仕様に

ついては、アサンテの石川様・岩崎様の指示を頂

き、今年 2 月に、日本からケニアへ車を輸出しま

した。車種はトヨタハイエース・ワゴン車・ディ

ーゼルエンジン・5 速フロアーチェンジミッショ

ン車を、サファリ使用に改造・ショックアブソー

バーの交換・ロールバー取り付ボディーの強化・

バンパーの取り付・車の底にエンジンを守る為の

鉄板の取り付・アフリカのゲムイースト村の悪路

を走行出来る様になるには、現地での改造する手

間もかかりました。 
9 月 11 日・

一宮市民会館 

（定員 1588
名）の会場に

おいて、ＨＩ

Ｖ /エイズチ

ャリティー『田原総一朗氏講演会』で内海先生に、

観客動員数 1,300 人の皆様の前で、アフリカでの

アサンテナゴヤの医療奉仕活動の内容と経緯、ゲ

ムイースト村の現状を説明していただき、ロビー

にて写真・パネルを展示しました。また、ＨＩＶ

/エイズチャリティーを行い、今後の活動資金とし

て募金 169,449 円と、ケニアにおける支援活動

に使って頂く為の『検診車』寄贈の目録を内海先

生へお渡し出来ました。 
アフリカには、ケニアとタンザニア・ウガンダ

の国境にまたがってビクトリア湖があります。面

積は、68,800Ｋ㎡で実に琵琶湖の 100 倍以上の大

きさで、その湖の南西にキシという町があり、そ

こから車で 1時間程の所にゲムイースト村があり

ます。 
私達の今回のケニアでの目的は『検診車をゲム

イースト村へ届ける事』『注文通り納車出来てい

るか確認する事』のこの 2 点でした。ライオンズ

クラブからの参加メンバー前会長の御子息の佐



 

野考宏さんと私と私の友人上田夫妻 合計 4名で

す。9 月 17 日の夜キスム空港に到着し、寄贈車で

キシへ移動、翌日の朝ゲムイースト村へ到着しま

すと、村の人々が我々を歌と踊りで迎えてくれま

した。メリーさんのお父さん（牧師さん）が贈呈

式典セレモニーの司会をしてくれ、その来賓に政

府の職員が出席し、祝辞と感謝の挨拶を頂きまし

た。 
式典終了後、ゲム村の人が作った青・緑・黄三

色ケーキをみんなで食べ、アサンテナゴヤ・ゲム

イースト村・ライオンズクラブの思いを一つに出

来ました。9 月 18 日から、ゲム村での医療奉仕活

動は、毎日 200 人以上、5 日間合計 1000 人以上

の患者さんを診察されながら、ＨＩＶ／エイズ抗

体検査の陽性感染のリサーチを、医療関係者アサ

ンテナゴヤ様の方々で実施されて、注射針を使っ

ての作業は、危険が伴い命がけの奉仕活動である

ことが我々ライオンズメンバーからもよく解り

ます。 
ジャンボサナ ケニ

アの言語スワヒリ語）で

『こんにちは』という意

味です。ゲム村の子供や、

すれ違う村人に『ジャン

ボ』と言って挨拶をすると、必ず喜んで返事を返

してくれます。ゲム村にはたくさんの子供がいま

す。2 才から 4 才くらいの子供を 8 才くらいのお

兄さんやお姉さんが、背負って子守をし、ゲム村

コミュニティ全員で助け合いをします。そして、

子供達が遊び廻りますが、規律正しくじっと我慢

する姿は日本と同じで可愛く思います。 
讃岐さんのコロゴッチョスラムに訪問し、昼食

を頂きありがとうございました。稲垣医師ご夫

妻・近江先生は若くて、美男・美女でスタイルも

スリムですが、昼食のライス豆のアボガドを乗せ

て大盛の食事をペロリと完食されました。正直自

分自身で、食べあぐんでいると、女医の近江先生

が、『アボガドを食べられないのなら、私に下さ

い。』と言われ、食されました。 
スラム街の悪環境の中でも、医療チームのバイ

タリティと迫力が伝わってきました。讃岐さんの

ケニアでのスラムにおける自立支援活動は、誰も

がやれる事ではありません。今後ライオンズクラ

ブで、出来る事が有れば、御協力させていただき

たいです。今回ケニア 10 日間ありがとうござい

ました。  
 
「ケニアの旅に同行して」 

一宮市・自営業   佐野 考宏 
 
はじめまして こんにちは 佐野と申します。

愛知県一宮市で家業を継ぎ、お好み焼き みたら

しだんご 焼きそば たこ焼き 鯛焼きを売る

お店をやっております。普通？の４２歳の男です。 
今回２０１０年秋にアサンテナゴヤのみなさん、

東京の医師のみなさん、一宮中ライオンズクラブ

の方々とアフリカ ケニアの旅に同行させてい

ただきまして、見た事・気づいた事・感想なんか

を書かせていただきます。 
 父がライオンズ

ということで、アサ

ンテさん、ライオン

ズの協力のもと、ケ

ニアのゲムイース

ト村に贈られまし

たハイエース（車）を見に、写真やビデオ撮影に、

また医療活動をされます医師のみなさんの荷物

運びやら、何かお手伝いができればと思い、出発

いたしました。 
 私自身何の肩書きも資格もないごく普通のお

じさんですが、年頃の娘もいて、ＨＩＶですとか

エイズ・貧困問題・格差社会などいろんな想いを

もって現地に赴きました。 
 着いた時は夜で辺りは暗く、電気ではなくあち

こちで油が燃やされていて、土ぼこりとにおいを

感じました。宿泊の宿のまわりはレゲーの音楽が



 

大音量で夜中じゅう流れていて、食事にいった所

もクラブというか、ディスコみたいなのが隣接し

ていてすこし怖かったです。でも、どこの国も若

者は一緒なんだなと思いました。 
 食事はチキン フィッシュ ビーフが選べて

ビーフを頼んだのですが、細かく刻んであり多少

硬く、食べれない方もいらっしゃいましたが、な

んとかいただきました。翌朝には、静かなお祈り

のような音楽が流れていて、朝食はスパニッシュ

オムレツを食べましたが、こちらは卵の黄身が白

っぽいらしく 黄色くはないオムレツでした。ヴ

ィクトリア湖近くということもあり、淡水魚をか

ら揚げにしたものを夜にいただきましたが、おい

しかったです。こちらの料理は自分の口には合う

ようでした。 
 宿泊の町キシーから車

でゲムイースト村へ。お医

者さんが来てくれるとい

うことで、たくさんの人が

集まっていました。歌と踊りで歓迎され、広っぱ

にテントを二つ張リ仮設診療所の完成。木陰にイ

スとテーブルの受け付けと薬局も。 
 みんなで円になって式典や車の贈呈式（感謝の

言葉をいただきました）歓迎のケーキも用意され

ていて、村のみんなでつまんで分け合いました。

小さな女の子が背中におんぶした子に分け与え

てたのが微笑ましかったです。 
 さっそく診療開始。最初の患者さんは、牛かや

ぎの角で手をばっくり怪我した人。外科の先生は

いませんので、消毒してお薬を渡すのみでした。

内海先生をはじめ、内科 眼科 小児科 血液の

先生でスタート。今回は血液検査もするそうで、

ホテルに持ち帰ってからも夜遅くまで調べられ

ていました。 
 二日目には高熱を出し、危険な状態の子供が運

ばれてきました。ハイエースに乗せられ街の病院 
へ。 その子の親には病院に診せるお金がないと

いうのです。でも放っておいたら死んでしまうと

みなで少しですがカンパして行くことになりま

した。たまたま、先生方がいらした時でよかった

ですが、もしも、何もない時だったらどうなんで

しょう？お医者さんのいない村、お金のない貧し

い人々、街へも連れて行けない。死を待つのを受

け入れるしかないのでしょうか。そんな覚悟で暮

らしているんでしょうか。ふと考えてしまいまし 
た。 
 ＨＩＶの感染率の高い地域ということもうか

がいました。理由としては専門家でないので、い

ちがいに言えませんが、聞いたところによると、

一夫多妻制であったり、情報がなく知識がないと

か、わけのわからない病気にかかってしまい村八

分にされたり、家族からも離れて暮らさなきゃな 
らなかったり 悲しいことです。 
 しかし医療関係の人間でないわたくしはちび

っこたちと縄跳びしたりボールで遊んだりもし

ました。大きな子も小さな子も男の子も女の子も、

中にはボールをポケットにいれてしまって独り

占めしようとする子もいたりして、言葉は通じま

せんが楽しかったです。村の奥様方には共同調理

場なのか？売るためなのか？やきいもとチャイ

（あまいミルクティー）を頂きました。おいしか

ったです。穴を掘って石で囲んで木を燃やすだけ

の、屋根もない調理場です。キャンプみたいでし

た。差し入れでいただいたバナナも日本で食べる

ものとはけた違いうまかったです。あまりよくな

い行動ですが、村の若者に借りたオートバイにも

乗っちゃいました。アフリカの大地でバイクに乗

れたのはいい思い出です（ゆっくりですよ）。 
 村の様子は気候も穏やかでからっとしていて、

土も肥えてるのか、野菜やくだものもあり、食べ

るものにはそんなに困るようではなさそうでし

た。家畜もいたので動物タンパクも摂れそうです。

ただそういったものを街へ売りに行ったりして

お金に換えるてだてがないのでしょうか？必要

ないのかな？商売人の悪いくせですね・・・。で

も多少のお金があれば、いざという時病院にも行



 

けたり診てもらったりできると思うのですが。 
 井戸がありました。ただ掘っただけの屋根もな

いもので、不衛生で、内海先生もちゃんとした井

戸があれば衛生的な水が確保でき、健康面でもい 
いのにとおっしゃられてました。 
 自分たちは三日目には先生たちとはいったん

別行動になります。ナイロビに戻り、ナイバシャ

湖畔のチュイロッヂというリゾート地へ。サファ

リライドといって四

駆の屋根の開く車で

動物たちをゆっくり

見て回るのです。湖を

ボートで散策したり、

ウォーキングしたり。そしてもう一箇所、ケニア

山の見える国定公園内にあるテントサイトへ。こ

ちらではアフリカでも人間による乱獲によって

数が減っているチンパンジーや傷ついたサイな

どが保護されてました。ケニアに住む日本人ガイ

ドの方が、最近日本の新婚旅行いってみたいラン

キングで、ケニアが３位になったとうかがいまし

た。アフリカというと、一生のうちでも日本から

だとなかなか来られるものではないと思うので、

こういったケニアの大自然や動物達も大切に残

されて観光という面でも、アフリカに目が向けら

れることはよいのではないかと思いました。 
 ゲムイースト村での医療活動を終えられた先

生方と合流し、コロゴッチョというスラムにも行

きました。ＨＩＶに感染している女性のお話をう

かがいました。ごはんとお豆の煮込んだのと青野

菜・アボガドのワンプレート大盛り、うっすら塩

味でおなかいっぱいいただきました。 
 ここでも先生方による診療がおこなわれまし

た。スラムでもＨ

ＩＶ・エイズの問

題や貧困など考え

させられる問題が

ありました。 
 最終日にはライ

オンズアイクリニックにみなさんで訪問し、血液

検査などで出た医療廃棄物の処理をお願いした

り、病院を見学させていただき、ケニア ナイロ

ビを後にしたのです。 
 自分のまとめの感想ですが、この旅 アフリカ 

ケニアのいろんなところを見て聞いて感じて触

れて食べてとてもよ

かったということで

す。こんな簡単な感

想ですみません。食

べ物の仕事をしてる

ので 食べ物は気になりました。どこでもおいし

かったです。太りました。 
 難しい問題はありますが、目をそむけるのでは

なく、その事も含めてケニアのいいところも自分

としては紹介したいなとおもい、書かせて頂きま

した。 
 ほんとにいいところでした。どんな入り口でも

かまわないと思います。行ってみたいな 何か協

力できないかな みたいな気持ちを持ちつつ、普

段の自分の暮らしや身近な人も大切にできたら

いいのでは？と思いました。 
 
「ケニアでの医療並びに自立支援活動」 

東名古屋病院 内海 眞 
 
 2000 年夏から、我々は日米の医療者とともに

ケニアの首都ナイロビにあるスラム・プムワニ村

で無料医療活動と HIV 検査並びに HIV 陽性者に

対する相談事業を行ってきたが、昨年からはケニ

アの奥地にある Gem 村とナイロビにあるコロゴ

ッチョスラムに対する支援活動へと路線を転換

した。プムワニの支援は従来のグループが継続し、

我々は新しいニーズに応えるべく新たな態勢を

組んだわけである。この新しいニーズを提示して

下さったのは、名古屋在住の薬剤師である讃岐珠

緒さんである。彼女なしでは新たなプロジェクト

を始めることはなかったし、ケニアの人々との素



 

晴らしい出会いもなかったわけである。さらに、

彼女なしでは今後の支援活動もうまく運ばない

であろう。彼女こそ、我々と現地の人々を結ぶキ

ーパーソンである。確かに Gem 村はナイロビか

ら遠く、そこに行くだけでも大変であり、またコ

ロゴッチョスラムはナイロビの中でも最も危険

なスラムであり、そうした意味では我々の活動は

困難の度合いを高めたわけだが、それに勝る価値

を我々はケニアの人々との交流の中で学ぶこと

ができた、と言うことができる。 
 昨年 4 月には調査旅行を企画し、本年 9 月には

実際の医療活動を Gem 村で開始するとともに、

コロゴッチョスラムでは現地の NGO とより親密

な交流を形作ることができた。 
 以下に本年 9月のケニアでの活動を記述すると

ともに、活動に対する私自身の感想と将来への展

望を書き加えたいと思う。 
 9 月 16 日木曜日、私は東名古屋病院の勤務を終

え、夕刻 37kg あるバッグを抱えて関西空港に向

かった。バッグの中身は、薬剤、シップ、検査キ

ット、カルテ、など診療に必要なものが大半で、

私自身のものはわずかだった。既に空港に到着し

ていたアサンテナゴヤ並びに一宮-中ライオンズ

クラブのメンバー7 名と 9 時過ぎに合流し、私の

荷物を他の人のバッグに分散後、11 時 15 分発ド

バイ行きのエミレーツ航空の飛行機に乗り込ん

だ。ドバイでの乗り換えの際、東京から来たボラ

ンティア４名と合流した。4 名のうち 2 名は私に

とっても初対面の医師であった。ナイロビについ

たのは翌日午後の３時頃で、入国手続きを経てケ

ニアの国内線に乗り換え、ヴィクトリア河畔にあ

るケニア第３の都市キスムに向かった。キスム空

港はビルディン

グもなく２階建

の小さなオフィ

スがあるだけの、

小さな空港であ

った。既にアフリ

カ入りしていた讃岐さんと現地 NGO の代表者が

我々を迎えに来てくれており、1 年半ぶりの再会

を喜び合った。一宮-中ライオンズクラブの支援で

あらかじめ送られてあったトヨタハイエースと

タクシーに乗り込んで、キスムから車で２時間半

の町キシイに向かった。キシイに到着したのは夜

の 11 時で、遅がけの夕食をとり、ベッドに入り

込んだのは 1 時ころであったと思う。日本とケニ

アの時差は 6 時間であるので、病院を出てから約

37 時間後にベッドに就いた計算になる。長い旅で

あった。我々のホテルは円換算一泊 500 円ちょっ

とのホテルで、私に取ってはお値打ちと感じられ

たが、初めてのアフリカ訪問組の人たちにとって

は、何とも不安なホテルであったようである。ホ

テルの 1階にあるバーは明け方まで大音量の音楽

を流し続けていたため、第一日目は睡眠不足であ

ったが、人間は次第に順応するもので、翌日から

は少しずつ眠れるようになっていった。 
 翌日から 5
日間、車で約

1 時間の距離

にある Gem 
村に通った。

無料診療は村

の広場で行われた。初日は地方政府の役人も来て

おり、我々と住民の前で挨拶をされた。住民の健

康維持と感染症の予防にはクリーンな飲料水が

必要である、と話されていたのが印象に残ってい

る。日本から運んだ小さなテントを二つ張り、そ

の間を屋根状に布を張ってちょっとした日陰の

空間をつくり、内科、小児科、眼科の診療と HIV
検査に必要な採血のスペースを確保した。受付と

薬局はやや大きめの木の陰に設営したが、太陽が

移動するとともに木陰も移り変わるので、直射日

光を避けるためには薬局と受付は時々その位置

をずらさねばならなかった。Gem 村は高地にある

ために、ほぼ赤道直下に位置するにもかかわらず

気温は快適であったが、日中の直射日光はやはり



 

強く、薬局を担当した人の首筋や耳介の後ろは日

焼けによって軽いやけど状態になっていた。しか

し、そこはさすがに薬剤師、持参のステロイド軟

膏を使用してやけどを軽傷に止めていた。 
 5 日間で約 1000
名の患者さんの診

療を行うことがで

きた。ナイロビの

スラム・プムワニ

村では気管支炎を

はじめとする呼吸器系の疾患が多かったが、Gem
村では空気が良いせいか呼吸器系疾患は少なく、

頭痛、頚部痛、腰痛を訴える人々が多かった。多

くの子供達も受診したが、東京から来た小児科の

先生が大活躍されたお陰で、内科医の私の負担は

軽減された。ここでの医療には大きな限界がある。

検査も十分できないし、それ以前に十分な時間を

かけて問診を行うことができない。患者さんの数

が多いからである。また、治療も対症療法になっ

てしまうし、フォローもできない。こんなやり方

でいいのだろうかと、いつも自問する。しかし、

やむを得ない。ただし、少しずつ改善していく努

力だけは続けていきたいと思う。いつかオフィス

を提供することができれば、事態は大きく改善さ

れるだろう。ＨＩＶ検査には 200 人を超える人た

ちが応じてくれたが、陽性率は 20%を超えていた。

特に初日のＨＩＶ検査の陽性率が 30％近かった

のには、我々のみならず現地ＮＧＯのメンバーも

驚愕に似た思いを抱いたはずである。Gem 村での

HIV 陽性率のデータは初めて出されたものであ

り、今回のデータはこれまでの予想を超えていた。

このまま何もせず、事態を放置しておいては村の

存続にもかかわるとの思いが、我々の間にもまた

現地の人々の間にも共有されたと思う。 
 今後の HIV 予防活動をどのように実施してい

くか。我々としては現地の人々の要請に従って、

我々にできることを実行していこうと思う。こち

らが対策を考えるのではなく、彼らの考えを尊重

していきたい。我々は彼らの文化や宗教を熟知し

ていない。彼らの生活習慣や伝統も知らない。彼

らの心の奥底にある哀しみや希望についても想

像するだけである。彼らに仕える形で今後の協働

事業を進めていきたいと強く考えている。もちろ

ん、提案はしていこう。しかし、最終的な方針決

定は彼らに委ねるべきであろう。 
 Gem 村での最終日、現地 NGO のスタッフとと

もにディスカッションを行った。彼らは医療施設

の建設を強く要望されたが、それは我々の力を超

えている。近未来にそれを実現することは不可能

であることを申し上げた。我々にできることは、

クリーンな飲料水を提供できる井戸の掘削、HIV
関連情報の提供、

HIV 検査、無料医

療活動、の 4 点で

あることを伝えた。

少し時間をいただ

ければ、オフィス

の建設も可能かもしれないことは、メールでも伝

えた。彼らも上記諸点については異存がないよう

である。現地 NGO もこれまで以上の HIV 予防活

動と HIV 陽性者の支援を行うことを宣言した。

具体的には、今年の 12 月 1 日の世界エイズデー

に Gem 村で HIV 予防と陽性者支援のイベントを

開催することが決まった。Gem 村出身者でナイロ

ビ在住の有志の支援もある。Gem村におけるHIV
対策の第一歩になると期待される。 
 井戸の掘削については、ケニアで井戸造りをし

ている日本人と出会う予定にしている。ケニアに

向かう前に彼と連絡がつき、井戸造りが現実味を

帯びてきた。これからも乗り越えなければならな

い壁はあると思われるが、なんとか実現にこぎつ

けたいと思う。地方政府の役人が話されたように、

Gem 村にはクリーンな水が是が非でも必要であ

る。現在の井戸は浅く、周りを囲う壁や屋根もな

く、地平面からいきなり掘られた格好になってい

る。人々は綱のついたバケツで水をくみ上げるが、



 

多くの場合水は肉眼で見ても混濁している。雨の

時は周りの水が流れ込み、乾期には水が濃縮され、

時には有害物質濃度が高まる。稀に子供が遊んで

いる時に井戸に落ちてしまうという。これでは生

活の基礎のクリーンな水どころではない。やはり

きちんと周りを囲われた深い井戸の掘削が必要

である。もちろんポンプ式で屋根も付けなければ

ならないだろう。 
 Gem村のNGOのメンバーやその活動を支える

人々の幾人かとは、かなり親密になることができ

た。毎日一緒に活動し、夜も同じホテルで泊まり

食事を共にした 30 代のメンバーであるメアリー

とダグラスの 2 人、Gem 村出身でナイロビの教

会で活躍している村の長老格の 50 代の牧師さん

とその息子、1 週間以上仕事を休んでまで我々の

車を運転してくれた牧師さんの親友であるウイ

リアム、どの人も素晴らしい人々であった。彼ら

の家族が HIV 陽性であった方もいる。彼らは心

の底から HIV 感染予防と陽性者のサポートを実

現しようと念願していた。彼らの純粋でかつ強い

思いの実現に我々が協力できることは一つの喜

びである。むしろ逆に、我々に協力することの喜

びをもたらしてくれるほど、彼らの思いは純粋か

つ強いものであったと言えよう。 
 アフリカ、特に

我々の行く先の

地は貧しい。しか

し、そこに住む

人々、特に現状を

改善しようと努

力する人々、貧し

い人々に思いを寄せる人々の心に、我々は心を洗

われるように感ずる。彼らの心が我々を惹きつけ

る。彼らは、我々が忘れ去った原始的なあるいは

本源的と言っていい感覚を我々の心の中に蘇ら

せてくれる。アフリカの地では人々の絆は深く強

い。共同性が今も根強く残っているし、息づいて

いる。自然との共生も、物質的には貧しいのであ

るが精神的な豊かさを感じさせてくれる。素朴な

笑顔、壁や駆け引きのない心の交流、単純で心の

奥底から表現される喜びの感情、自然な思いやり、

これらの全てが無条件に我々の心を瑞々しくし、

満たしてくれる。毎年アフリカを訪れたくなる大

きな理由である。 
 Gem 村からナイロビに移動した夜に、ナイロビ

にある中華料理店でケニアに 30 年以上在住して

いる獣医の神戸先生と夕食を共にした。神戸先生

は今年 10 月名古

屋で開催される

Cop10の会議に参

加されるという。

ケニアを愛し、知

りつくし、その自

然を愛している神戸先生の我々の活動に対する

応援は、とても心強い。神戸先生の教えを請いな

がら、我々の活動をすすめていきたい。 
 帰国前日に、ナイロビにあるコロゴッチョスラ

ムを訪れた。讃岐さんが現地の NGO の人々と協

力して、HIV 陽性者の自立支援活動をしているス

ラムである。その NGO のリーダーである

Rosemary の話を聞いた。彼女自身 HIV 陽性で、

一時期かなり病気が進行した時期もあったが、今

では抗 HIV 薬が効を奏し、5 人の子供を養いなが

ら元気に働いている。弱冠 31 歳の、一見したと

ころ華奢な女性であるが、その精神の強さと輝き

には圧倒された。東京から来た若い女性の医師が

彼女の話を聞いている時に思わず涙したが、誰し

もが同じ思いを抱いたであろう。過酷な人生、決

して容易ではない活動、貧しさとともに危険が隣

り合わせのスラム、改善には程遠い医療環境、こ

うしたものを背負いつつも彼女はあきらめるこ

となく自分の信念に従って生きる。「HIV 陽性者

の自立支援」が彼女の生涯のテーマであるが、そ

れを日本人の讃岐さんが自分の人生を賭けて協

働している姿には心打たれる。Rosemary と讃岐

さんの曇りのないその心と生き方は美しい。 



 

 9 月 25 日土曜日は帰国の日である。飛行機は午

後 4 時 40 分なので、午前中の時間を利用してナ

イロビ郊外にあるナイロビライオンズクラブの

病院を訪問した。一宮-中ライオンズクラブの仲立

ちで昨年 4 月にも訪問した病院である。事務長さ

んが快く我々を歓迎してくれた。実はケニアに発

つ前に事務長さんに連絡を取り、Gem 村で発生し

た注射器や針あるいは採血用試験管などの医療

廃棄物の処理をこの病院にお願いしてあった。こ

の病院は様々な廃棄物を処理する高熱発生装置

を有しており、我々の活動の支えになっている。

また、この病院は貧しい患者さんからは一切治療

費を受け取らない。医師一人当たりの患者数もと

てつもなく多く、日本の医師も見習わなければな

らない。不可能と思える診療をこの病院は実施し

ている。日本の医療の甘えの部分が思い起こされ

た。 
 一沫の寂しさ

を心に秘めなが

らケニアを発ち、

翌日の 26 日日曜

日夜 10 時過ぎに

名古屋駅に帰り着いた。ほとんど休みのない強硬

なスケジュールの 11 日間であった。本当に皆さ

ん頑張ってくれた。名古屋医療センターの服部さ

んと東京の薬剤師の石川さんは、Gem 村で行われ

た HIV 検査を一手に引き受けて奮闘して下さっ

た。Gem 村からキシイの 500 円のホテルに帰っ

てからも、夕食後眠い目をこすりながらも毎日 2
時間半から3時間かけて採血してきた血液のHIV
検査を実施したのである。名古屋の石川さん（ア

サンテナゴヤの理事長）は体調が優れないのにも

かかわらず、毎日鍼灸の治療に励まれた。東京か

ら参加した若い内科、小児科、眼科の医師 3人も、

慣れない土地での前線医療を本当に熱意をもっ

て実施して下さった。多くの問題意識を抱いたこ

とと思うが、それらを是非今後の課題とし、その

改善に向けて努力していきたいと思う。アサンテ

ナゴヤの岩崎さんには、今回のケニアの旅の準備

から Gem 村での食事の用意まで、我々の活動の

基礎を支えてくれた。Gem 村での 3 日目の昼食

に、日本から持って行ったカレーのルーと現地の

野菜や肉と現地の米で作ったカレーライスの味

は、本当に格別であった。疲れた我々の心身をこ

の一食が生き返らせてくれた。特に、今回初めて

参加した東京の医療者にとっては、このカレーラ

イスは救いになったのではないかと思われる。食

事がこれほどの喜びと満足を与えてくれるとは、

我々の予想を完全に超えていた。渇きこそが素晴

らしい充足と喜びを与えてくれることを改めて

学んだのである。 
 今回のケニアにおける活動は、長い道程の最初

の一歩である。幸い、現地の NGO メンバーとの

e-mail による交流も可能になった。また、今回の

活動を通して、現地の人々と我々の気持が一体化

したような感覚を持てるようになった。今この原

稿を書いている時でも、ダグラスの涼しく優しい

眼差し、牧師さんの話した言葉、ウイリアムが

我々のチームを危険から守ってくれたこと、など

懐かしく思い起こされる。彼らは我々の友人であ

り、尊敬の対象となる人々である。今後は彼らの

要請に従って、我々の活動を組み立てていきたい。

我々にできることは限りがある。成果は小さいか

もしれない。

長い時間を

要する活動

になると思

われるが、静

かに彼らと

ともにやり遂げていきたいと思う。外部から課せ

られた義務ではなく、自ら選択した道として。な

ぜなら、ケニアでの活動は我々自身にとっても価

値のある、学ぶことの多い活動であるからである。

この活動の機会を与えてくださった讃岐さんに

は重ねて心から感謝するとともに、引き続きご指

導ご支援をお願い申し上げる次第である。 



 

事務局 岩崎奈美 
 9 月のケニアの大地は硬く、昨年 4 月の柔らかい土の感触とはまったく違うものでした。空の様子も

毎日午後 2 時を過ぎる頃から遥か向こうの空は真っ黒、時々稲光が光ります。私の頭の上の空は真っ青

でその違いに見とれていました。1 時間もすると真っ黒な雲はもうすぐそこに迫っています。あっと言

う間に大粒の雨が辺りを覆い、私も木々も、辺り一面なにもかもが大地の自然に包まれた瞬間でした。 
 今回、現地の食材を畑で調達させていただいたり、村の 1 坪ほどの商店で「ウガリ」（現地主食：と

うもろこしの粉）や路上で売っているバナナ（生涯で一番美味）の買い物をしました。それは必要に迫

られての行動で、一人おろおろしている私を現地 NGO の婦人達や、道を歩いている人々がその都度助

け舟を出してくださって無事、事なきを得たのです。愛知県稲沢市から参加された上田ご夫妻の心優し

い一言や現地の方の笑顔や思いやりが心細い私を支えてくださいました。頂いた気持ちに到底及びませ

んが、現地の方が健やかな生活を続けられるための何かお手伝いができたらと思います。 
 皆様のご理解とご協力によりケニアへ渡航し、無料医療キャンプを開催することができました。心よ

りお礼申し上げます。ありがとうございました。今後ともご支援の程、お願いいたします。 
 
【事務局便り】 
＊今年度の事業のひとつとしてお知らせしました、井戸掘削の本格的な検討が始まりました。井戸掘削

についての進捗状況はホームページでお知らせする予定です。 
＊10 月末日、アフリカ基金、愛知モリコロ基金へ助成金申請書を提出いたしました。（返答待ち） 
＊平成 22 年 10 月 16 日（土）「神戸俊平先生」講演会の様子をクラス通信（愛知淑徳中学校 1 年 1 組）

に 2 回続けて掲載いただきました。1 回目の通信には「レアメタル産地・追われるゴリラ」の新聞記

事も同時に紹介され、サバンナの野生生物の現状から象牙の不買運動などが中心の記事、2 回目には

クラスの生徒さんが書かれた、像のイラスト（説明付き）が！アフリカの現状を子供達に伝えてくだ

さって、ありがとうございました。 
 
＊会費、賛助会費、協賛及び寄付金をいただいた企業・団体および個人（敬称略） 

（株）ｱｲｺｰﾒﾃﾞｨｶﾙ・AOI 募金・ｱｲｴﾑｴｲｸﾞﾙｰﾌﾟ（株）柴部眞知夫・青木孝夫・青木孝・青山純也・赤澤ヒロ子・浅野鐘喜 

新井和子・医）石田整形外科 石田義人・飯田喜久江・石井圭子・石井美栄・石川佳子・石黒保美・石黒博人 

石黒正則・石原裕・市野健二・一宮中ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ・伊藤昭・稲垣やよい・稲垣由紀子・今枝美穂子・平野雪夫 

植木敏子・植田美奈子・内海眞・江崎節子・近江恭子・大沼れい子・岡本裕子・小川賢二・小木曾悠紀子・小木曾義治 

尾関利勝・片岡紀子・片桐初男・加藤大介・加藤弥生・河野サトコ・北村ます美・久保頼子・栗村清子・栗村道夫 

国際ｿﾛﾌﾟﾁﾐｽﾄ名古屋中・榊原一良・榊原純夫・佐野朝江・佐野考宏・佐野春臺・島岡喜代次・清水清美・杉本みな子 

ｽﾏｲﾙﾖｶﾞ（松下）・住友正武・住友光子・高村幸子・高山眞・田中由紀子・谷井佐知子・丹井忠雄・丹井弘子 

中日新聞社会事業団（一宮中ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ）・土屋久仁子・寺嶋美容室・ﾄﾞﾘﾝｸｽ倶楽部ｼﾞｪﾑｿﾝ・長久手ﾃﾆｽ同好会 

中林春壹・中山善博・西川慈子・西山英子・野村浩子・野村みち子・畑中孝・服部敬司・服部将也・深川善治 

福井玲子・藤井忠幸・水谷裕子・見田くるみ・宮本信代・森下理香・八馬加代子・山内礼子・山際加代・山田晴生 

山本直彦・山本由紀・脇田かおり・ﾜｸﾜｸ募金・岩崎奈美 

 

上記は 2009年 10月 1日から 2010年 12月 3 日までにご支援いただいた皆様です。 



 

2010 年度 9 月渡航 

行 程 表 

9/16（木） 15:00～18:00 名古屋駅→関空 無料シャトルバス   

9/17（金） 23:15～4:45 関空発⇒ドバイ着 東京組合流 

  11:45～16:45 ドバイ発⇒ナイロビ着 予定時間より 1時間遅れ 

  18:00 ナイロビ発⇒キスム行き 国内線乗換 

  19:00 キスム着⇒キシ（バス移動） 讃岐氏、現地 NGO合流 

  22:30 キシ到着（キシ泊）   

9/18（土）   GEM EAST（キシ泊） 無料医療キャンプ 

9/19（日）   GEM EAST（キシ泊） 無料医療キャンプ 

9/20（月）   GEM EAST（キシ泊） 無料医療キャンプ 

9/21（火）   GEM EAST（キシ泊） 無料医療キャンプ 

9/22（水）   GEM EAST（キシ泊） 無料医療キャンプ 

9/23（木） 
5:30～8:00 キシ⇒キスム（バス移動）   

9:15～10:00 キスム発⇒ナイロビ着（ナイロビ泊）   

9/24（金）   コロゴッチョスラム（ナイロビ泊） 

＊コロゴッチョスラム      

訪問・無料診療     

＊神戸俊平先生と会食 

9/25（土） 16:40～22:40 ナイロビ発 ドバイ着 午前：ﾗｲｵﾝｽﾞ病院訪問 

9/26（日） 3:10～17:20 ドバイ発⇒関空着   

  19:00～22:30 関空→名古屋駅 無料シャトルバス   

 

 

＊2011年度の渡航は 2011年 9月 15日（木）～9月 25 日（日）を予定しています。無料医療キャ

ンプ、井戸掘削、子ども達の支援の継続に今後ともご支援の程、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

事務局：名古屋市東区葵 1-25-1 ﾆｯｼﾝﾋﾞﾙ 906 TEL/FAX：052-933-1588 

ホームページアドレス：http://asante-nagoya.com 


